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日　本　の　花　飾　り

武　内　嘉 一 郎

　最近の街の花飾りとして、ハンギングバスケットに

よる装飾が有効に使われるようになったことで、花の

消費も増えたはず、と思っています。

　日本ハンギングバスケット協会を設立してから、早

18年がたちました。ちょうど園芸業界の低迷時期と重

なります。私個人の思いとして「立体花装飾」をスロ

ーガンに、街の美化と同時に消費拡大を狙ったもので

したが、今では、あちこちで見かける風景となったこ

とは、ありがたいことです。

　まもなく景気がよくなり、協会の更なる発展ととも

に、園芸業界が元気になると信じています。

　一方、工場立地法の影響で屋上緑化が盛んとなり、

今では太陽光発電所に代わり、壁面緑化がもてはやさ

れています。社会の変わりようは、早いものです。

　そんな中、私も壁面緑化事業の試験研究を重ね、各

地でその施工をさせていただいております。ところが、

それらの現場では、園芸業界が思う花装飾とは違い、

あくまでも緑化面積達成という概念で事が進められ、

作ればそれで良し、という感をうけました。

　街になくてはならない緑、美しい景観、人と自然の

接点など、緑化の産みだす効果は絶大であり、良い方

向での壁面緑化を望むものです。緑化推進の流れを一

過性のものにしないためにも、私たちプロが、メンテ

ナンスの重要性をしっかりと伝えていかなければなら

ないと思う次第です。

　少なくとも、植物を水平ではなく、垂直の状態で生

育させるわけですから、自然のままで育てる事は難し

いのです。性質、環境に応じた知識、技術、研鑽が必

要となってきます。

　私は、この機会を逃さず、園芸業界の力を総じて、

美しい日本を作らねばならないと決意しております。

　また、平成 26 年春に成立した花き産業振興法や同

年秋に成立するであろう都市農業基本法等の立法を受

け、社会の関心は、いままでよりさらに農業や自然、

癒しや健康等へと向いていくでしょう。

　これからの日本で、花は「街の花飾り」だけではな

く「日本の花飾り」として、重要な位置を占めるでし

ょう。

　花葉会は、そのことを旨とし、これからもリーダー

シップを取らねばならないと思います。
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